
 これからの10年「新時代沖縄」の方向を示す
「新・沖縄２１世紀ビジョン基本計画」
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１
９
４
５
年
の
沖
縄
戦
終
結
か
ら
、米
軍
統
治

下
の
暮
ら
し
と
復
興
、復
帰
へ
の
道
の
り
、基
地
問

題
、復
帰
後
の
社
会
変
容
ま
で
、こ
の
激
動
の
中
を

沖
縄
県
民
は
い
か
に
生
き
て
き
た
の
か
。

　
他
府
県
と
は
異
な
る
独
自
の
戦
後
を
歩
ん
だ
沖

縄
の
現
代
史
を
、こ
の
節
目
に
再
確
認
し
よ
う
と

す
る
試
み
で
す
。

　
内
容
は
テ
ー
マ
ご
と
の
６
部
構
成
、
41
人
の
執

筆
者
に
よ
る
41
本
の
論
文
と
14
本
の
コ
ラ
ム
で
総

合
的
か
つ
立
体
的
に
描
き
出
し
ま
す
。

　
復
帰
50
年
の
節
目
と
な
る
年
に
、沖
縄
県
の
戦
後
史
を
ふ
り

か
え
る『
沖
縄
県
史 

各
論
編
７ 

現
代
』が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
、最
新
の「
沖
縄
県
史
」刊
行
物
を
紹
介
し
ま
す
。

『
沖
縄
県
史 

各
論
編
７ 

現
代
』

（
令
和
４
年
７
月
刊
行
、B
5
判
、７
６
４
頁
）
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価
５
０
０
０
円

『
沖
縄
県
史 

各
論
編
７ 

現
代
』

（
令
和
４
年
７
月
刊
行
、B
5
判
、７
６
４
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頒
価
５
０
０
０
円

県
史
現
代
編
刊
行
関
連
イ
ベ
ン
ト

県
史
現
代
編
刊
行
関
連
イ
ベ
ン
ト

沖
縄
県
の
歴
史
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

　
　『
沖
縄
県
史
』最
新
刊
と
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
介 

沖
縄
県
の
歴
史
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

　
　『
沖
縄
県
史
』最
新
刊
と
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
介 

第4回

～沖縄の発展のあゆみや将来の可能性、見て、知って、考える機会としよう～

　
県
内
５
機
関
が
連
携
し
、明
治
か
ら
沖
縄
戦
、

「
ア
メ
リ
カ
世
」か
ら
現
在
に
い
た
る
琉
球
・
沖
縄

の
あ
ゆ
み
を
学
べ
る
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
連
続
歴
史
講
座
〉

  

主
催 

県
公
文
書
館
＆
文
化
財
課（
史
料
編
集
班
）

   

７
／
９（
土
）「
維
持
さ
れ
た
米
軍
基
地
」  

野
添
文
彬（
終
了
）

　
７
／
23（
土
）「
沖
縄
振
興
と
経
済
」   

前
泊
博
盛（
終
了
）

　
８
／
６(

土
）「
く
り
か
え
す
沖
縄
ブ
ー
ム
」　
新
城
和
博

　
８
／
20(

土)「
戦
後
社
会
と
家
族
の
変
容
」　
宮
城
晴
美

　
＊
公
文
書
館
ロ
ビ
ー
に
て
関
連
パ
ネ
ル
展
同
時
開
催

〈
刊
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

  
主
催 

県
立
博
物
館・美
術
館
＆
文
化
財
課（
史
料
編
集
班
）

　
９
／
４（
日
）  

県
立
博
物
館・美
術
館
３
階
講
堂

　
定
員：1
0
0
名

　
事
前
申
込：８
／
15(

月)

か
ら
電
話
受
付
開
始
　

　
＊
博
物
館・美
術
館
ロ
ビ
ー
に
て
関
連
パ
ネ
ル
展
同
時
開
催

　  （
７
／
20
〜
９
／
19
）

〈
特
別
講
座
〉県
史
現
代
執
筆
者
に
よ
る
講
演
　

  

主
催 

県
平
和
祈
念
資
料
館

　
11
月
開
催
予
定 

〈
県
立
図
書
館
歴
史
講
座
〉

  

主
催 

県
立
図
書
館
＆
文
化
財
課（
史
料
編
集
班
）

　
12
／
14（
水
）　
講
師：高
良
倉
吉・田
名
真
之
　

　
＊
図
書
館
ロ
ビ
ー
に
て
関
連
パ
ネ
ル
展
同
時
開
催

　  （
12
／
７
〜
19
）

※

本
書
の
目
次・購
入
方
法
は

　
沖
縄
県
教
育
委
員
会
H
P

　「
沖
縄
県
史
料
の
販
売
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
沖
縄
県
史
で
は
、本
編
と
な
る「
各
論
編
」の
ほ

か
に
、歴
史
資
料
を
編
さ
ん
し
た「
資
料
編
」、図
像

や
写
真
を
中
心
に
楽
し
く
学
習
で
き
る「
図
説
編
」

な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
資
料
編
シ
リ
ー
ズ
か
ら
発
刊
さ
れ
た

本
書
は
、１
８
４
６
年
か
ら
１
８
５
４
年
に
か
け

て
足
か
け
９
年
に
わ
た
っ
て
琉
球
に
住
ん
だ
宣
教

師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
滞
在
日
誌
で
す
。ベ
ッ
テ

ル
ハ
イ
ム
の
目
を
通
し
て
、数
々
の
西
洋
船
の
来

航
か
ら
開
国
、そ
し
て
一
時
代
の
終
焉
の
足
音
が

聞
こ
え
て
く
る
時
期
の
琉
球
の
歴
史
に
思
い
を
は

せ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
県
内
各
公
共
図
書
館・大
学
図
書
館・高
等
学
校

図
書
館
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

HP

『
沖
縄
県
史 

資
料
編

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
日
誌
お
よ
び

公
式
書
簡part I （1845-51

）近
世
４
』

（
令
和
４
年
３
月
刊
行
、B
５
判
、7
6
8
頁
）

『
沖
縄
県
史 

資
料
編

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
日
誌
お
よ
び

公
式
書
簡part I （1845-51

）近
世
４
』

（
令
和
４
年
３
月
刊
行
、B
５
判
、7
6
8
頁
）

2626

非
売
品

県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。また、公共機関や
銀行、病院など多くの方々が利用する施設でもご覧いただけます。新規設
置施設も受付致しておりますので関心のある方は広報課までご連絡くださ
い。なお、全世帯向けの個別配布は致しかねます。ご了承ください。

146万7,800人
※前月比930人の増加

62万9,482世帯
※前月比1,427の増加

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

沖縄独自の風習や文化に触れ、
皆で参加しながら楽しむ様子
を描きました。作品には沖縄の
素晴らしい伝統をいつまでも
残したいという想いも込めら
れています。

今月の表紙

「沖縄の風習」
山里 美紀子

沖縄県庁広報課
公式LINE

総人口 世帯数

@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式ツイッター

@okinawa_pref

復帰50周年記念事業
県政フラッシュ
特集：これからの10年「新時代沖縄」の方向を示す
        「新・沖縄２１世紀ビジョン基本計画」
沖縄あんやたんかんやたん -1982年～1986年編-
家庭の食品ロス“ゼロ”を目指して
～「もったいない」を意識して、できることから始めてみよう～

県の動き１（令和４年沖縄全戦没者追悼式）
県の動き２（子どもや女性を性被害等から守るために）
あの作品のロケ地へGO! 美ら島ロケ地めぐり［与那国島］
県の動き3（マリンタウンMICEエリア形成事業の今）
情報ひろば
県の動き4（平和で豊かな沖縄の実現に向けた新たな建議書）
読者プレゼント・読者の声
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
へ
の

寄
付
贈
呈（
贈
呈
者：小
売
店
舗
９
社
）

6
16

　
県
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

の
受
け
入
れ
を
表
明
し
、
小
売
店

舗
等
へ
生
活
物
資
支
援
の
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
大
型

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
等
９
社
か

ら
、
家
具
等
の
生
活
物
資
や
日
用

品
の
購
入
に
活
用
で
き
る
商
品

券・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
等
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
、
今
回
の
支
援
に

対
し
深
く
感
謝
の
意
を
伝
え
る
と

と
も
に
、「
寄
贈
い
た
だ
い
た
物

資
や
商
品
券
等
を
避
難
民
へ
し
っ

か
り
と
届
け
、
避
難
民
の
方
々
が

一
日
で
も
早
く
安
心
し
て
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ

ま
し
た
。※
小
売

店
舗
９
社
は
、

H
P
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
４
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

6
23

　
県
で
は
、
沖
縄
戦
で
犠
牲
と

な
っ
た
戦
没
者
の
み
霊
を
慰
め
る

と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
う「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
を
発
信

す
る
た
め
、
糸
満
市
摩
文
仁
の
平

和
祈
念
公
園
に
お
い
て「
令
和
４

年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
本
土
復
帰
50
年
の
節
目
を
迎
え

た
今
年
の
平
和
宣
言
は
、
県
民
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
平
和
へ
の

想
い
を
踏
ま
え
、
平
和
と
命
の
尊

さ
を
次
世
代
に
伝
え
続
け
る
と
と

も
に
、
国
際
平
和
の
実
現
に
貢
献

し
、
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
実
現

に
取
り
組
む
決
意
を
県
民
と
と
も

に
宣
言
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
９
ペ
ー
ジ「
県
の

動
き
１
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～ちゅらしまおきなわ～

意見交換会

玉
城
知
事
に
よ
る
粟
国
村
行
政
視
察

6
7~8

　
玉
城
知
事
が
粟
国
村
を
訪
れ

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。粟
国

村
の
髙
良
修
一
村
長
を
は
じ
め

粟
国
村
議
会
、粟
国
村
役
場
職
員

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、粟
国

島
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、（
株
）沖

縄
海
塩
研
究
所
、粟
国
製
糖
工
場

な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、粟
国
村
特
産
品
加
工
セ
ン

タ
ー
で
は
、特
産
品
で
あ
る「
も

ち
き
び
か
り
ん
と
う
」の
製
造
工

程
を
見
学
す
る
な
ど
、住
民
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

粟国村特産品加工センター

玉城知事による平和宣言

農業従事者との懇談会

第
2
回「
知
事
と
語
や
び
ら
対
話
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

6
15

　
県
で
は
、本
年
５
月
に「
新・沖
縄 

２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
を

策
定
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
民

が
実
感
し
て
い
る
課
題
等
に
つ
い

て
、
知
事
が
直
に
聞
き
取
り
、
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
幅
広
い

意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

等
を
目
的
に
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
第
２
回
懇
談
会
で
は
、「
魅
力

と
活
力
あ
ふ
れ
る
農
業
」
を
テ
ー

マ
に
、
中
南
部
地
域
の
生
産
者
等

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
農
家
の
所
得
向
上

や
県
産
農
産
物
の
利
用
拡
大
等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平和宣言の
全文

沖縄県の歴史を一緒に学んでみませんか

　
玉
城
知
事
は「
稼
げ
る
農
業
を

目
指
す
た
め
に
、
地
元
産
品
に
目

を
向
け
て
も
ら
え
る
取
組
を
市
町

村
と
協
力
し
て
実
施
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

美ら島沖縄 2022.8 2
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介 

沖
縄
県
の
歴
史
を
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

　
　『
沖
縄
県
史
』最
新
刊
と
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
ご
紹
介 

第4回

～沖縄の発展のあゆみや将来の可能性、見て、知って、考える機会としよう～

　
県
内
５
機
関
が
連
携
し
、明
治
か
ら
沖
縄
戦
、

「
ア
メ
リ
カ
世
」か
ら
現
在
に
い
た
る
琉
球
・
沖
縄

の
あ
ゆ
み
を
学
べ
る
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
連
続
歴
史
講
座
〉

  

主
催 

県
公
文
書
館
＆
文
化
財
課（
史
料
編
集
班
）

   

７
／
９（
土
）「
維
持
さ
れ
た
米
軍
基
地
」  

野
添
文
彬（
終
了
）

　
７
／
23（
土
）「
沖
縄
振
興
と
経
済
」   

前
泊
博
盛（
終
了
）

　
８
／
６(

土
）「
く
り
か
え
す
沖
縄
ブ
ー
ム
」　
新
城
和
博

　
８
／
20(

土)「
戦
後
社
会
と
家
族
の
変
容
」　
宮
城
晴
美

　
＊
公
文
書
館
ロ
ビ
ー
に
て
関
連
パ
ネ
ル
展
同
時
開
催

〈
刊
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

  

主
催 

県
立
博
物
館・美
術
館
＆
文
化
財
課（
史
料
編
集
班
）

　
９
／
４（
日
）  

県
立
博
物
館・美
術
館
３
階
講
堂

　
定
員：1
0
0
名

　
事
前
申
込：８
／
15(

月)

か
ら
電
話
受
付
開
始
　

　
＊
博
物
館・美
術
館
ロ
ビ
ー
に
て
関
連
パ
ネ
ル
展
同
時
開
催

　  （
７
／
20
〜
９
／
19
）

〈
特
別
講
座
〉県
史
現
代
執
筆
者
に
よ
る
講
演
　

  

主
催 

県
平
和
祈
念
資
料
館

　
11
月
開
催
予
定 

〈
県
立
図
書
館
歴
史
講
座
〉

  

主
催 

県
立
図
書
館
＆
文
化
財
課（
史
料
編
集
班
）

　
12
／
14（
水
）　
講
師：高
良
倉
吉・田
名
真
之
　

　
＊
図
書
館
ロ
ビ
ー
に
て
関
連
パ
ネ
ル
展
同
時
開
催

　  （
12
／
７
〜
19
）

※

本
書
の
目
次・購
入
方
法
は

　
沖
縄
県
教
育
委
員
会
H
P

　「
沖
縄
県
史
料
の
販
売
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
沖
縄
県
史
で
は
、本
編
と
な
る「
各
論
編
」の
ほ

か
に
、歴
史
資
料
を
編
さ
ん
し
た「
資
料
編
」、図
像

や
写
真
を
中
心
に
楽
し
く
学
習
で
き
る「
図
説
編
」

な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
資
料
編
シ
リ
ー
ズ
か
ら
発
刊
さ
れ
た

本
書
は
、１
８
４
６
年
か
ら
１
８
５
４
年
に
か
け

て
足
か
け
９
年
に
わ
た
っ
て
琉
球
に
住
ん
だ
宣
教

師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
滞
在
日
誌
で
す
。ベ
ッ
テ

ル
ハ
イ
ム
の
目
を
通
し
て
、数
々
の
西
洋
船
の
来

航
か
ら
開
国
、そ
し
て
一
時
代
の
終
焉
の
足
音
が

聞
こ
え
て
く
る
時
期
の
琉
球
の
歴
史
に
思
い
を
は

せ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
県
内
各
公
共
図
書
館・大
学
図
書
館・高
等
学
校

図
書
館
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

HP

『
沖
縄
県
史 

資
料
編

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
日
誌
お
よ
び

公
式
書
簡part I （1845-51

）近
世
４
』

（
令
和
４
年
３
月
刊
行
、B
５
判
、7
6
8
頁
）

『
沖
縄
県
史 

資
料
編

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
日
誌
お
よ
び

公
式
書
簡part I （1845-51

）近
世
４
』

（
令
和
４
年
３
月
刊
行
、B
５
判
、7
6
8
頁
）

2626

非
売
品

県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。また、公共機関や
銀行、病院など多くの方々が利用する施設でもご覧いただけます。新規設
置施設も受付致しておりますので関心のある方は広報課までご連絡くださ
い。なお、全世帯向けの個別配布は致しかねます。ご了承ください。

146万7,800人
※前月比930人の増加

62万9,482世帯
※前月比1,427の増加

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

沖縄独自の風習や文化に触れ、
皆で参加しながら楽しむ様子
を描きました。作品には沖縄の
素晴らしい伝統をいつまでも
残したいという想いも込めら
れています。

今月の表紙

「沖縄の風習」
山里 美紀子

沖縄県庁広報課
公式LINE

総人口 世帯数

@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式ツイッター

@okinawa_pref

復帰50周年記念事業
県政フラッシュ
特集：これからの10年「新時代沖縄」の方向を示す
        「新・沖縄２１世紀ビジョン基本計画」
沖縄あんやたんかんやたん -1982年～1986年編-
家庭の食品ロス“ゼロ”を目指して
～「もったいない」を意識して、できることから始めてみよう～

県の動き１（令和４年沖縄全戦没者追悼式）
県の動き２（子どもや女性を性被害等から守るために）
あの作品のロケ地へGO! 美ら島ロケ地めぐり［与那国島］
県の動き3（マリンタウンMICEエリア形成事業の今）
情報ひろば
県の動き4（平和で豊かな沖縄の実現に向けた新たな建議書）
読者プレゼント・読者の声

02

03

04

06

08

09
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12
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15
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8 令和4年6月1日現在

ホームページ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
へ
の

寄
付
贈
呈（
贈
呈
者：小
売
店
舗
９
社
）

6
16

　
県
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

の
受
け
入
れ
を
表
明
し
、
小
売
店

舗
等
へ
生
活
物
資
支
援
の
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
大
型

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
等
９
社
か

ら
、
家
具
等
の
生
活
物
資
や
日
用

品
の
購
入
に
活
用
で
き
る
商
品

券・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
等
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
、
今
回
の
支
援
に

対
し
深
く
感
謝
の
意
を
伝
え
る
と

と
も
に
、「
寄
贈
い
た
だ
い
た
物

資
や
商
品
券
等
を
避
難
民
へ
し
っ

か
り
と
届
け
、
避
難
民
の
方
々
が

一
日
で
も
早
く
安
心
し
て
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ

ま
し
た
。※
小
売

店
舗
９
社
は
、

H
P
に
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
４
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

6
23

　
県
で
は
、
沖
縄
戦
で
犠
牲
と

な
っ
た
戦
没
者
の
み
霊
を
慰
め
る

と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
う「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
を
発
信

す
る
た
め
、
糸
満
市
摩
文
仁
の
平

和
祈
念
公
園
に
お
い
て「
令
和
４

年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
本
土
復
帰
50
年
の
節
目
を
迎
え

た
今
年
の
平
和
宣
言
は
、
県
民
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
平
和
へ
の

想
い
を
踏
ま
え
、
平
和
と
命
の
尊

さ
を
次
世
代
に
伝
え
続
け
る
と
と

も
に
、
国
際
平
和
の
実
現
に
貢
献

し
、
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
実
現

に
取
り
組
む
決
意
を
県
民
と
と
も

に
宣
言
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
９
ペ
ー
ジ「
県
の

動
き
１
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～ちゅらしまおきなわ～

意見交換会

玉
城
知
事
に
よ
る
粟
国
村
行
政
視
察

6
7~8

　
玉
城
知
事
が
粟
国
村
を
訪
れ

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。粟
国

村
の
髙
良
修
一
村
長
を
は
じ
め

粟
国
村
議
会
、粟
国
村
役
場
職
員

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、粟
国

島
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、（
株
）沖

縄
海
塩
研
究
所
、粟
国
製
糖
工
場

な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、粟
国
村
特
産
品
加
工
セ
ン

タ
ー
で
は
、特
産
品
で
あ
る「
も

ち
き
び
か
り
ん
と
う
」の
製
造
工

程
を
見
学
す
る
な
ど
、住
民
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

粟国村特産品加工センター

玉城知事による平和宣言

農業従事者との懇談会

第
2
回「
知
事
と
語
や
び
ら
対
話
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

6
15

　
県
で
は
、本
年
５
月
に「
新・沖
縄 

２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
を

策
定
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
民

が
実
感
し
て
い
る
課
題
等
に
つ
い

て
、
知
事
が
直
に
聞
き
取
り
、
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
幅
広
い

意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

等
を
目
的
に
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
第
２
回
懇
談
会
で
は
、「
魅
力

と
活
力
あ
ふ
れ
る
農
業
」
を
テ
ー

マ
に
、
中
南
部
地
域
の
生
産
者
等

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
農
家
の
所
得
向
上

や
県
産
農
産
物
の
利
用
拡
大
等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平和宣言の
全文

沖縄県の歴史を一緒に学んでみませんか

　
玉
城
知
事
は「
稼
げ
る
農
業
を

目
指
す
た
め
に
、
地
元
産
品
に
目

を
向
け
て
も
ら
え
る
取
組
を
市
町

村
と
協
力
し
て
実
施
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

美ら島沖縄 2022.83



 

　「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」

は
、「
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
る
５

つ
の
将
来
像
の
実
現
と
４
つ
の
固
有
課
題

の
解
決
を
図
る
総
合
的
な
基
本
計
画
で
す
。

　
県
で
は
、本
土
復
帰
か
ら
50
周
年
を
迎
え

た
令
和
４
年
５
月
15
日（
日
）に「
新・沖
縄
２１

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」を
決
定
し
、玉

城
知
事
か
ら
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
へ
同
計

画
を
手
交
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
５
次
に
わ
た
る
沖
縄
振
興

計
画
等
に
よ
り
、空
港
、港
湾
、道
路
等
の
社

会
資
本
の
整
備
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、新

企画調整課SDGs推進室  電話：098-866-2026  FAX：098-866-2351 問い合わせ 企画調整課  電話：098-866-2026　　  FAX：098-866-2351　問い合わせ 

SPECIAL FEATURE

特 集

　
本
土
復
帰
50
年
と
い
う
大
き
な
節
目
か
ら

始
ま
る「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計

画
」に
お
い
て
は
、S
D
G
s
を
取
り
入
れ
、

「
経
済
」と「
社
会
」の
２
つ
の
基
軸
に
、新
た

に「
環
境
」の
枠
組
み
を
加
え
、社
会
・
経
済
・

環
境
の
３
つ
の
枠
組
み
に
対
応
す
る
形
で
、

「
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
優
し
い
社

会
」の
形
成
、「
強
く
し
な
や
か
な
自
立
型
経

済
」の
構
築
、「
持
続
可
能
な
海
洋
島
し
ょ
圏
」

の
形
成
の
基
軸
的
な
３
つ
の
基
本
方
向
を
示

し
、各
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

　
県
民
一
人
ひ
と
り
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

全
体
で
の
参
画
に
よ
り
、基
軸
的
な
３
つ
の
施

策
展
開
の
基
本
方
向
が
調
和
し
た「
離
島
に
お

け
る
安
全・安
心
の
確
保
と
魅
力
あ
る
生
活
環

境
の
創
出
」、「
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
持
続
可
能

な
観
光
地
の
形
成
と
沖
縄
観
光
の
変
革
」、我

が
国
が
目
指
す
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た「
世
界
に
誇
れ
る

島
し
ょ
型
環
境
モ
デ
ル
地
域
の
形
成
」な
ど
、

沖
縄
の
地
域
特
性
や
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
な
ど
を

生
か
し
、様
々
な
施
策
展
開
を
図
る
こ
と
で
、

「
安
全・安
心
で
幸
福
が
実
感
で
き
る
島
」を
形

成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

５つの将来像の主な施策展開

「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」

「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」

こ
れ
か
ら
の
10
年「
新
時
代
沖
縄
」の
方
向
を
示
す

こ
れ
か
ら
の
10
年「
新
時
代
沖
縄
」の
方
向
を
示
す

計画手交時の写真
出典：首相官邸ホームページ

社会・経済・環境の統合的取組（展開イメージ）

※テストベッド
実際の運用環境に近い状態で先端技術の実証試験を行う
実証基盤のこと。

　県民みんなで課題と目標を共有しな
がら取組を進めることが「沖縄２１世
紀ビジョン」で示した理想の将来像の
実現につながります。
　県民一人ひとりが自ら何ができるか
を考え、行動することが大切です。

　令和４年３月に改正され、同年４月１日に施行
された沖縄の振興に関する事項を定めた法律。
　沖縄の自主性を尊重しつつその総合的かつ計
画的な振興を図り、もって沖縄の自立的発展に資
するとともに、沖縄の豊かな住民生活の実現に寄
与することを目的としています。

「
新・沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
」と
は

沖
縄
振
興
計
画
の
成
果
と
課
題

「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
」の
特
徴

環境

定住条件の整備、IT 基盤整備・活用など

安全・安心で
幸福が実感できる

島の形成

サステナブル・
ツーリズム
質の高い観光、
DXの推進など

再生可能
エネルギーの推進、
EVの導入促進など

社会

経済

誰一人取り残さない社会
持続可能な沖縄の発展

世界から選ばれる
持続可能な観光地の
形成と沖縄観光の

変革

世界に誇れる
島しょ型

環境モデル地域の
形成

2050年カーボン
ニュートラル
環境立国の実現

海洋環境の
保全・活用

海洋立国の展開

我が国の南の
玄関口

観光立国をリード

離島における
安全・安心の確保と

魅力ある生活環境の創出

～我が国の持続可能な発展に寄与する先行モデル地域・
テストベッド・アイランドへ～

将来像

1

沖縄２１世紀ビジョンキャラクター
げらゑ2121

首里城復興ロゴマーク

子ども食堂

リゾテックおきなわロゴマーク

遠隔地授業（北大東村）

第7回世界のウチナーンチュ大会
ロゴマーク

みんなで創る みんなの美ら島 未来のおきなわ （キーワード）沖縄振興特別措置法

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前
の
令
和

元
年
に
は
、入
域
観
光
客
数
が
1
，0
1
6
万

人
、情
報
通
信
関
連
企
業
は
累
計
で
4
9
0

社
が
新
た
に
立
地
し
、就
業
者
数
は
72
万
６

千
人
、完
全
失
業
率
は
2
．7
％
、有
効
求
人

倍
率
は
１.

1
9
倍
と
着
実
に
成
果
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、一
人
当
た
り
県
民
所
得
が
全
国

最
低
の
水
準
に
あ
る
な
ど
、自
立
型
経
済
の

構
築
は
な
お
道
半
ば
に
あ
る
と
と
も
に
、離

島
の
条
件
不
利
性
等
の
沖
縄
の
特
殊
事
情
か

ら
派
生
す
る
固
有
課
題
に
加
え
、子
ど
も
の

貧
困
の
問
題
、雇
用
の
質
の
改
善
等
、重
要
性

を
増
し
た
課
題
や
新
た
に
生
じ
た
課
題
等
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」は
、

こ
れ
ま
で
の
沖
縄
振
興
分
野
を
包
含
す
る
総

合
的
な
計
画
で
あ
っ
て
、平
成
22
年
３
月
に
策

定
し
た「
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
る

県
民
が
望
む
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
行
動

計
画
で
あ
り
、S
D
G
s
の
達
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
求
め
つ
つ
、沖
縄
振
興
の
基
本
方

向
や
基
本
施
策
等
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。同
時
に
、沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
規
定

す
る
沖
縄
振
興
計
画
と
し
て
の
性
格
を
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。

〇脱炭素島しょ社会の実現に向けたエネルギー施策の推進
〇自然環境・生物多様性の保全・継承
〇海洋島しょ圏としてのSDGs への貢献
〇沖縄文化の継承・発展・普及
〇首里城の復興

心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して
将来像

2
〇貧困状態にある子どもへの支援
〇「健康・長寿おきなわ」の復活　
〇危機管理体制の強化　
〇ジェンダー平等の実現と性の多様性の尊重
〇離島を結び支える安全・安定的でシームレスな交通体系の構築

希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
将来像

3
〇全産業における労働生産性の向上
〇SDGsに適応する観光ブランド力の強化
〇産業のDXを牽引する情報通信関連産業の高度化
〇スタートアップの促進
〇次世代の情報通信基盤の整備とデジタル化・オンライン化の促進

世界に開かれた交流と共生の島を目指して
将来像

4
〇アジア・太平洋地域の平和発信拠点の形成
〇交流基盤としてのウチナーネットワークの継承・発展
〇多文化共生社会の構築
〇多様な分野における国際協力・貢献活動の推進
〇離島を核とする関係人口の創出と移住促進

多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して
将来像

5
〇子どもたちの健やかな育成に向けた地域全体の連携
〇確かな学力を身に付ける学校教育の充実
〇国際感覚を身に付ける教育の推進
〇多様な職業能力の育成・開発
〇産業のイノベーション創出を担う高度人材の育成と活用

新・沖縄
21世紀ビジョン
基本計画

不利性克服
人材育成

雇
用
交
流

自
然
と
の
調
和

沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して
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　「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」

は
、「
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
る
５

つ
の
将
来
像
の
実
現
と
４
つ
の
固
有
課
題

の
解
決
を
図
る
総
合
的
な
基
本
計
画
で
す
。

　
県
で
は
、本
土
復
帰
か
ら
50
周
年
を
迎
え

た
令
和
４
年
５
月
15
日（
日
）に「
新・沖
縄
２１

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」を
決
定
し
、玉

城
知
事
か
ら
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
へ
同
計

画
を
手
交
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
５
次
に
わ
た
る
沖
縄
振
興

計
画
等
に
よ
り
、空
港
、港
湾
、道
路
等
の
社

会
資
本
の
整
備
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、新
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本
土
復
帰
50
年
と
い
う
大
き
な
節
目
か
ら

始
ま
る「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計

画
」に
お
い
て
は
、S
D
G
s
を
取
り
入
れ
、

「
経
済
」と「
社
会
」の
２
つ
の
基
軸
に
、新
た

に「
環
境
」の
枠
組
み
を
加
え
、社
会
・
経
済
・

環
境
の
３
つ
の
枠
組
み
に
対
応
す
る
形
で
、

「
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
優
し
い
社

会
」の
形
成
、「
強
く
し
な
や
か
な
自
立
型
経

済
」の
構
築
、「
持
続
可
能
な
海
洋
島
し
ょ
圏
」

の
形
成
の
基
軸
的
な
３
つ
の
基
本
方
向
を
示

し
、各
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

　
県
民
一
人
ひ
と
り
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

全
体
で
の
参
画
に
よ
り
、基
軸
的
な
３
つ
の
施

策
展
開
の
基
本
方
向
が
調
和
し
た「
離
島
に
お

け
る
安
全・安
心
の
確
保
と
魅
力
あ
る
生
活
環

境
の
創
出
」、「
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
持
続
可
能

な
観
光
地
の
形
成
と
沖
縄
観
光
の
変
革
」、我

が
国
が
目
指
す
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た「
世
界
に
誇
れ
る

島
し
ょ
型
環
境
モ
デ
ル
地
域
の
形
成
」な
ど
、

沖
縄
の
地
域
特
性
や
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
な
ど
を

生
か
し
、様
々
な
施
策
展
開
を
図
る
こ
と
で
、

「
安
全・安
心
で
幸
福
が
実
感
で
き
る
島
」を
形

成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

５つの将来像の主な施策展開

「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」

「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」

こ
れ
か
ら
の
10
年「
新
時
代
沖
縄
」の
方
向
を
示
す

こ
れ
か
ら
の
10
年「
新
時
代
沖
縄
」の
方
向
を
示
す

計画手交時の写真
出典：首相官邸ホームページ

社会・経済・環境の統合的取組（展開イメージ）

※テストベッド
実際の運用環境に近い状態で先端技術の実証試験を行う
実証基盤のこと。

　県民みんなで課題と目標を共有しな
がら取組を進めることが「沖縄２１世
紀ビジョン」で示した理想の将来像の
実現につながります。
　県民一人ひとりが自ら何ができるか
を考え、行動することが大切です。

　令和４年３月に改正され、同年４月１日に施行
された沖縄の振興に関する事項を定めた法律。
　沖縄の自主性を尊重しつつその総合的かつ計
画的な振興を図り、もって沖縄の自立的発展に資
するとともに、沖縄の豊かな住民生活の実現に寄
与することを目的としています。

「
新・沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
」と
は

沖
縄
振
興
計
画
の
成
果
と
課
題

「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
」の
特
徴

環境

定住条件の整備、IT 基盤整備・活用など

安全・安心で
幸福が実感できる

島の形成

サステナブル・
ツーリズム
質の高い観光、
DXの推進など

再生可能
エネルギーの推進、
EVの導入促進など

社会

経済

誰一人取り残さない社会
持続可能な沖縄の発展

世界から選ばれる
持続可能な観光地の
形成と沖縄観光の

変革

世界に誇れる
島しょ型

環境モデル地域の
形成

2050年カーボン
ニュートラル
環境立国の実現

海洋環境の
保全・活用

海洋立国の展開

我が国の南の
玄関口

観光立国をリード

離島における
安全・安心の確保と

魅力ある生活環境の創出

～我が国の持続可能な発展に寄与する先行モデル地域・
テストベッド・アイランドへ～

将来像
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沖縄２１世紀ビジョンキャラクター
げらゑ2121

首里城復興ロゴマーク

子ども食堂

リゾテックおきなわロゴマーク

遠隔地授業（北大東村）

第7回世界のウチナーンチュ大会
ロゴマーク

みんなで創る みんなの美ら島 未来のおきなわ （キーワード）沖縄振興特別措置法

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前
の
令
和

元
年
に
は
、入
域
観
光
客
数
が
1
，0
1
6
万

人
、情
報
通
信
関
連
企
業
は
累
計
で
4
9
0

社
が
新
た
に
立
地
し
、就
業
者
数
は
72
万
６

千
人
、完
全
失
業
率
は
2
．7
％
、有
効
求
人

倍
率
は
１.

1
9
倍
と
着
実
に
成
果
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、一
人
当
た
り
県
民
所
得
が
全
国

最
低
の
水
準
に
あ
る
な
ど
、自
立
型
経
済
の

構
築
は
な
お
道
半
ば
に
あ
る
と
と
も
に
、離

島
の
条
件
不
利
性
等
の
沖
縄
の
特
殊
事
情
か

ら
派
生
す
る
固
有
課
題
に
加
え
、子
ど
も
の

貧
困
の
問
題
、雇
用
の
質
の
改
善
等
、重
要
性

を
増
し
た
課
題
や
新
た
に
生
じ
た
課
題
等
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」は
、

こ
れ
ま
で
の
沖
縄
振
興
分
野
を
包
含
す
る
総

合
的
な
計
画
で
あ
っ
て
、平
成
22
年
３
月
に
策

定
し
た「
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
る

県
民
が
望
む
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
行
動

計
画
で
あ
り
、S
D
G
s
の
達
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
求
め
つ
つ
、沖
縄
振
興
の
基
本
方

向
や
基
本
施
策
等
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。同
時
に
、沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
規
定

す
る
沖
縄
振
興
計
画
と
し
て
の
性
格
を
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。

〇脱炭素島しょ社会の実現に向けたエネルギー施策の推進
〇自然環境・生物多様性の保全・継承
〇海洋島しょ圏としてのSDGs への貢献
〇沖縄文化の継承・発展・普及
〇首里城の復興

心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して
将来像

2
〇貧困状態にある子どもへの支援
〇「健康・長寿おきなわ」の復活　
〇危機管理体制の強化　
〇ジェンダー平等の実現と性の多様性の尊重
〇離島を結び支える安全・安定的でシームレスな交通体系の構築

希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
将来像

3
〇全産業における労働生産性の向上
〇SDGsに適応する観光ブランド力の強化
〇産業のDXを牽引する情報通信関連産業の高度化
〇スタートアップの促進
〇次世代の情報通信基盤の整備とデジタル化・オンライン化の促進

世界に開かれた交流と共生の島を目指して
将来像

4
〇アジア・太平洋地域の平和発信拠点の形成
〇交流基盤としてのウチナーネットワークの継承・発展
〇多文化共生社会の構築
〇多様な分野における国際協力・貢献活動の推進
〇離島を核とする関係人口の創出と移住促進

多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して
将来像

5
〇子どもたちの健やかな育成に向けた地域全体の連携
〇確かな学力を身に付ける学校教育の充実
〇国際感覚を身に付ける教育の推進
〇多様な職業能力の育成・開発
〇産業のイノベーション創出を担う高度人材の育成と活用

新・沖縄
21世紀ビジョン
基本計画

不利性克服
人材育成

雇
用
交
流

自
然
と
の
調
和

沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して
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沖
縄
の「
技
」が
全
国
区
に
！

復
帰
10
年
の
節
目
！

今
に
伝
わ
り
、広
が
る

沖
縄
の
技
術
と
文
化

復
帰
10
年
の
節
目
！

今
に
伝
わ
り
、広
が
る

沖
縄
の
技
術
と
文
化

　沖
縄
が
日
本
に
復
帰
し
て
10
年
目
の
節

目
を
迎
え
る
1
9
8
2
年
か
ら
86
年
の
５

年
間
、
沖
縄
で
は
現
在
で
も
続
き
、
受
け

継
が
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。

　1
9
8
5
年
に
は
、
壺
屋
焼
の
陶
工
・

金
城
次
郎
氏
が
県
内
初
と
な
る
人
間
国
宝

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
金
城
次
郎
氏
の
作

風
や
文
様
は
今
で
も
作
り
続
け
ら
れ
、
県

内
外
で
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
同
年
に

初
め
て
開
催
さ
れ
た
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
宮
古
島
大
会
や
N
A
H
A
マ
ラ
ソ
ン

は
、
毎
年
多
く
の
参
加
者
が
挑
戦
す
る
、

沖
縄
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
泊
大
橋
や
沖
縄
県

立
芸
術
大
学
な
ど
の
県
民
の
生
活
に
深
く

根
付
く
場
所
が
作
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
時

期
で
す
。

　陶
芸
家
（
壺
屋
焼
）
の
金
城

次
郎
氏
が
、
国
の
重
要
無
形
文

化
財
（
人
間
国
宝
）
と
し
て
、

沖
縄
で
初
め
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
12
歳
で
壺
屋
の
製
陶
所
に

入
っ
て
以
来
、
陶
器
づ
く
り
一

筋
の
道
を
歩
ん
で
き
た
金
城
氏

は
、
魚
紋
や
海
老
紋
な
ど
、
今

日
で
も
親
し
ま
れ
続
け
る
伝
統

的
な
文
様
を
好
み
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
５
月
15
日
で
沖
縄
が
本
土
復
帰
し
て
50
年
。
復
帰
か
ら
の
50

年
を
毎
号
５
年
ご
と
に
振
り
返
り
、主
な
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
と
共
に
紹
介
。

　
そ
の
当
時
を
知
ら
な
い
人
は
学
び
な
が
ら
、
そ
の
当
時
を
知
る
人
は「
あ

ん
や
た
ん
、
か
ん
や
た
ん（
あ
あ
だ
っ
た
、
こ
う
だ
っ
た
）」
と
懐
か
し
み
な

が
ら
そ
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

壺屋焼の歴史は古く、そのは
じまりは琉球王国時代にま
でさかのぼります。1682年、
当時あった三つの窯を統合
して成立したことが壺屋焼
の起源です。

　沖縄を代表する農作物のさとうき
びですが、後継者不足や収益性の低
さから減産傾向にあるなか、新たな
付加価値を見い出すべく開発された
のが、「SHIMA DENIM WORKS」が
作るデニムです。まず、さとうきびの
搾りかす「バガス」のパウダーを原料
に、和紙作りで知られる岐阜県美濃

1986年

金城次郎氏が
県内で初めての人間国宝に認定

ここがポイント

1985年

ここがポイント

1985年

1982年～1986年編

1982年
●興南高校が野球・バスケットボール・
体操で九州大会制覇
●約60年にわたり悩まされたミカンコ
ミバエの根絶に成功

1983年
●ボクシング平仲信明氏がアジア大会
ウェルター級（アマチュア）で金メダル
●異常気象により記録的な長雨、少雨を
観測。さらに9月には伊是名村で竜巻
が発生

1984年
●中城湾港建設着工　
●新種のコガネムシが発見され、「ヤン
バルテナガコガネ」と命名される

1985年
●第1回NAHAマラソン開催
●国際交流を目的としたJICA国際セン
ターが開所

1986年
●沖縄海洋博記念公園内に熱帯ドリー
ムセンターがオープン
●ボクシング浜田剛史氏がWBC世界J
ウェルター級タイトルマッチで世界
チャンピオンに

おおらかで明るい
作

風に多くのファン
が

魅了されました

その他主な出来事

市で和紙を生成し、そこから日本製デ
ニムの産地・広島県福山市で撚糸と織
布が行なわれ、最後に沖縄を中心に
ジーンズやバッグに仕立てます。
　原料にバガスを使用することで、
消臭効果と、独特な経年変化も楽し
むことができる一石二鳥以上のデニ
ムです。

SHIMA DENIM WORKSのデニム

住／浦添市港川2-14-7＃36
営／12:00～18:00
休／月曜

島の未来を担う、次世代の「ものづく
り」

【問い合わせ】
SHIMA DENIM WORKS
☎098-988-3100

スイム3km、バイク136km、ラン
42.195km、総距離181.195kmとい
う厳しい耐久レースですが、女性17
人を含む241人が参加し、完走率
91.2％を記録するなど大いに盛
り上がりました。

沖縄県立芸術大学が開学

芸術文化の向上発展に
寄与できる人材を育成

構想から7年の時を経て、県内では初め
ての芸術大学が開学しました。当初は、
絵画、彫刻、デザイン、工芸の4つの専攻
が設けられていました。

当時は沖縄一の長さ
泊大橋が開通

那覇、泊、安謝新港の 3ふ頭を
結ぶ大きな橋

那覇、泊、安謝新港の3ふ頭を結ぶ泊大
橋が、5年余りの歳月をかけて完成、4
月に開通しました。全長1,118mと、当
時としては沖縄一の長さでした。

第一回全日本トライアスロン
宮古島大会開催

日本初の本格的な大会が
宮古島で開催

県内で初めて人間国宝に認定された金城次郎氏   沖縄県公文書館提供

建設中の沖縄県立芸術大学
　　　　　　沖縄県立芸術

大学提供

架橋工事中の泊大橋 那覇市歴史博物館提供

第一回全日本トライアスロン宮古島大会開催             OCVB提供

1982年～1986年

HP

協
力：沖
縄
県
立
芸
術
大
学
芸
術
文
化
研
究
所 

共
同
研
究
員 

仲
村
顕

現在、県内最長の橋は宮古
にある伊良部大橋（全長
3,540m、2015年供用開
始）です。この橋は『通行料
金不要の橋』の中では、日
本最長になります。

1986年

 

海外か
ら参加

する

選手も
いるほ

ど
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高い大

会です
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る
1
9
8
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年
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年
間
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は
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続
き
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受
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れ
て
い
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ま
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ま
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は
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